
重々曾絵本や手軽小菅楽しもう易
昨年良｛薫かし「やのなぞが、の中や、終車る一誌を適してうん葦ちび乱し直中

ぢそぼう鴫も余し岬さま吐o専牒絵本も読むことで、i鳴きへ言喜市嘩えてきまLb

今暁も色々恥お誌の絵を互譲トド、y、手軽がせにくいして、－くこ頓も1諸姉との
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車軸内浦舶離して、鴫Y両胸川魚頂上井守
再う咽，て、し前0睦雇も専一叶同稔杏ボ藁か機会を7く，てあ亜下和。

車中、垂ら－や三時も，う卓塾一乎j鶉載
享年霞も、惑す遠か培前里！、轍輩タ「祇育ゼリーと高雄元うし一書LbI、煎り自細論外

与卦も畠碑喪し時日3I＼轍の庵興…軸こ宿）勘、′＼求瓦の村山のこと珠0，了もううこ坤

阜ども連との会誌も楽しめることと鴫，ていますo証、切直匡村井ま所柄印書暗証で、も

厚さかてい卦光害ソすき培静で伝えまこして一睡し玉串号、あ憧吏ソ保育カや喪し批船まこう阜

母，ています○今年度も馬鼻で！、轍のあー山が食しめ瀧う準備してい訊

勧0のほと、、ようしくもl醸。しま†o

孟轟．嶺○ ／轟譲 吉二義、三三： �●●●●●●●●●●●●●●●●●1 
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）日中、動きや†1－鵜に羊文禄シ〃番手の長子やT井、ソ・羊号もT対ソ至言はおしに油てち叫千年。

着がえ閏に、恩か－3枚入叶て軍備EしてTか一・
ii単も壷雨は出しの開け開即母吋再うに、柄蛤枚数薬園辞して準備鴫下か両

耳ナゆソのも、衷重し喜、毎BI、訪韓忘吋かようlこ玲為して下かte

（予偽へ！＼お手玉言上杖弓は出しに浸す－油で机－て下か、）

国風竜眼の任し出しが小職く恨，ています0時油剤的え韻秘か願，、一峠ふ

玄関の萱じ貯77電彊璃計拗け、違重富引二億8見て下せ日。
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